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温暖化で湖沼の溶存酸素が減って
水生生物に影響するってほんとうですか？
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魚類など水生生物の多くは水に溶け込んだ酸素（溶存酸素）を吸って生きています。 溶存酸素が少ない状態を

「貧酸素」と言いますが、 特に湖底に近い水は大気との接触の機会が乏しく貧酸素化しやすいことが知られて

おり、 状況により湖底に滞在する生物に影響します。 通常は季節に応じて湖沼の水温が変化することで上下の

水の循環が起き、 溶存酸素の多い表面に近い水が湖底に沈みこむことで湖底でも溶存酸素が保たれています。

しかし温暖化が進行すると、 水の循環が起きにくくなったり、 洪水などで濁った状態が続いたりして貧酸素化

が進むと考えられています。 貧酸素化は生物の生息域を狭めることに加え、 湖底からの栄養塩の過剰供給やメ

タンの生成など新たな問題を引き起こします。

1．湖沼の水質を守るための水質環境基準と溶存
酸素量

湖沼の水質は 1960年代から70年代にかけて急速に悪化し、公
害問題も発生し、 汚染物質が湖沼、河川、 内湾に流れ込んでいな
いかの監視の目的で水質環境基準と全国湖沼の水質モニタリング
サイトが整備されました。その後、 下水処理技術や下水道整備率
の向上に伴い、 生活排水の流入量は減り、2000年以降は河川の水
質の向上がみられるようになりましたが、 湖沼に流れ込む農地由
来の過剰な栄養塩の量はなかなか減らず、 富栄養化した湖沼の水
質は近年でも大きく改善したとは言い難い状況です。

その中でも特に水中の酸素濃度が近年問題となっています。我々
も 酸素を吸っているように、 魚類など水生生物の多くも水に溶け
込んだ酸素（溶存酸素）を吸って生きています。この溶存酸素の
濃度がある一定値以下になってしまうと、 呼吸が難しくなり、弱っ
たり死んだりしてしまいます。環境省は健全で豊かな湖沼生態系
を取り戻すために、水生生物にとって重要な底層溶存酸素量を新
しい水質環境基準として2016年より等入しました。一方で、 地球
の温暖化は湖沼の底層の溶存酸素量を減 少させるのではないかと
言われており、 実際に気候変動がどのように溶存酸素濃度に影響
するかという調査研究が近年始まってきました。

2．湖沼環境や大気環境に影響する湖沼底層の溶存
酸素量

湖沼はため池、ダム湖、自然湖沼などその大きざや深ざも様々
ですが、一般に大気からの酸素がとどきにくい湖底近くはどの湖
沼でも貧酸素化しやす い場所になっています。逆に表面に近い湖

水では溶存酸素量は高いのですが、 酸素を必要とする水生生物の中
には湖面近くでは生きることが難しいものも多々あり、そうした生
物の中には貧酸素化の影響を受けてしまうものがいます。湖底付近
の貧酸素化が7虹棗境へ与える3つの大きな影響を紹介します。

〇冷水性魚類の減少・絶滅
サケ科魚類に代表される冷水性魚類の中には湖沼を主たる生息

場としているものが多数知られています。夏場は表層水温が高温
になるため、 冷水性魚類は冷たい水が沈んでいる深みに逃げてい
ます。一方、 こうした湖底付近の水は表層との交換が少なく、 貧
酸素になりやすくなっています。サケ科魚類の多くは15℃以下の
水温と溶存酸素量としては4mg/L以上が必要と言われています。
もし、 夏季の表層から湖底までのどこにもこうした条件を満たす
水が無い場合、サケ科魚類は生息できないことになります。実際
にヒメマス やニジマスの放流が行われている奥日光の湯の湖では、

夏季には上記の条件を満たす水深4~8mの狭い水深帯に大型魚
類個体が集中して生息していることが分かってきています（図1)。

貧酸素湖沼の例
奥日光の湯の湖
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図1 音響探査による湯の湖の大型魚類個体（主としてニジマス、ヒメマス、カワマス）の
生息水深と水温、溶存駿素量との関係




